
自
公
政
権
退
場

８
月
30
日
に
行
わ
れ
た
衆
議
院
選
挙
は
、
新

自
由
主
義
・
構
造
改
革
路
線
を
押
し
進
め
て
き

た
自
公
政
権
に
対
し
て
の
、
厳
し
い
国
民
の
審

判
に
よ
り
、
自
公
政
権
退
場
と
い
う
歴
史
的
な

選
挙
の
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

自
公
与
党
は
議
席
を
激
減
さ
せ
、
民
主
党
は

三
〇
八
議
席
を
獲
得
す
る
圧
勝
、
共
産
党
・
社

民
党
は
現
有
議
席
に
踏
み
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

新
自
由
主
義
・
「
構
造
改
革
」
の
矛
盾
が
深

刻
化
を
ま
す
中
で
、
世
界
同
時
金
融
恐
慌
が
矛

盾
を
一
層
激
化
さ
せ
、
世
界
的
に
そ
の
見
直
し

が
探
ら
れ
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
、
特
に
不
況

の
悪
化
と
、
「
構
造
改
革
」
に
よ
る
貧
困
と
格

差
の
広
が
り
に
国
民
の
怒
り
が
高
ま
り
、
行
き

詰
ま
っ
た
自
公
政
権
を
追
い
つ
め
ま
し
た
。

私
た
ち
が
頑
張
っ
て
取
り
組
ん
で
き
た
運
動

が
、
各
政
党
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
も
示
さ
れ
ま

し
た
。
今
後
は
、
私
た
ち
の
運
動
の
広
が
り
が

公
約
実
施
の
力
に
な
り
ま
す
。

「
緊
急
請
願
」
要
求
実
現
９
・
16

国
会
行
動

衆
議
院
選
挙
後
の
首
班
指
名
を
決
め
る
特
別

国
会
が
９
月
16
日
行
わ
れ
る
日
に
、
衆
議
院
議

員
会
館
で
「
緊
急
請
願
」
要
求
実
現
９
・
16
国

会
行
動
が
中
央
社
保
協
主
催
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
日
本
共
産
党
か
ら
小
池
晃
参
議
院
を
は
じ

め
高
橋
・
赤
嶺
・
宮
本
衆
議
院
議
員
が
参
加
し
、

社
民
党
・
国
民
新
党
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
東
京
社
保
協
か
ら
は
10
名
の
参

加
で
し
た
。

小
池
議
員
は
、
「
み
な
さ
ん
の
闘
い
が
政
治

を
前
に
動
か
し
た
。
共
産
党
は
４
項
目
実
現
め

ざ
し
、
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
全
力
を
上
げ
て
い

き
ま
す
」
と
訴
え
ま
し
た
。

生
存
権
裁
判
を
闘
っ
て
い
る
北
海
道
・
東
京
・

京
都
か
ら
連
帯
の
あ
い
さ
つ
、
相
野
谷
事
務
局

長
か
ら
行
動
提
起
が
あ
り
、
①
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
の
廃
止

②
生
活
保
護
母
子
加
算
の
復

活

③
障
害
者
自
立
支
援
法
を
廃
止

④
介
護

報
酬
の
引
き
上
げ

の
４
項
目
の
緊
急
請
願
の

取
り
組
み
を
強
め
る
こ
と
を
確
認
し
、
衆
議
院

議
員
に
要
請
行
動
を
行
い
ま
し
た
。
全
体
で
二

〇
〇
名
の
参
加
で
し
た
。
新
し
く
様
変
わ
り
し

た
特
別
国
会
の
冒
頭
に
ふ
さ
わ
し
い
行
動
と
な

り
ま
し
た
。

４
項
目
緊
急
請
願
の
実
施
を

上
記
の
４
項
目
請
願
は
衆
議
院
選
挙
前
に
民

主
・
共
産
・
社
民
・
国
民
新
党
の
野
党
４
党
が

一
緒
に
な
っ
て
運
動
を
進
め
て
い
た
課
題
で
す
。

清
刷
の
署
名
を
増
す
刷
り
し
、
①
宣
伝
し
て

署
名
を
広
げ

②
自
治
体
に
国
へ
意
見
書
を
上

げ
さ
せ
る
請
願
・
陳
情

③
地
元
国
会
議
員
全

員
へ
賛
同
署
名
を
つ
の
り
ま
し
ょ
う
。

ど
れ
だ
け
運
動
が
広
が
る
か
で
早
期
実
施
を

実
現
し
ま
す
。
全
国
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

秋
の
臨
時
国
会
、
12
月
の
自
治
体
の
議
会
へ
向

け
て
の
闘
い
で
要
求
を
実
現
さ
せ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
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今月の主な記事
１頁、秋の闘いで要求を実現させよう

２頁、都議会開会日行動

３頁、渋谷社保協・八王子社保協の活動

４頁、東京シリーズ第５弾 東京の障害者問題

お知らせ
「安心年金つくろう東京連絡会」結成準備会

１０月１０日（土）13時開会、社会文化会館

東京生存権裁判第４回裁判 東京高裁

１０月１５日（木）12時半宣伝、14時裁判

全都いっせい「くらし・しごと何でも相談会」成功交流会

１０月２０日（火）18時30分～21時 ラパスホール

第11回常任幹事会 １０月２１日（水）午前１０時～

労働会館５階会議室

第21回東京高齢者大会 １０月２７日（火）13時開場

合唱 13時45分開会 みらい座いけぶくろ（豊島公会堂）

秋
の
闘
い
で
要
求
を

実
現
さ
せ
よ
う
！

特
別
国
会
開
会
日
の
院
内
決
起
集
会



都
知
事
、
都
議
会
各
政
党
・
会

派
要
請

東
京
社
保
協
は
都
議
会
開
会
日
の
９
月
７

日
、
都
知
事
、
都
議
会
各
政
党
・
会
派
へ
要

請
行
動
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
者
は
都
老
協

１
名
、
東
京
民
医
連
２
名
、
年
金
者
組
合
１

名
、
新
婦
人
都
本
部
１
名
、
西
多
摩
社
保
協

１
名
、
中
野
社
保
協
１
名
、
東
京
社
保
協
事

務
局
２
名
の
９
名
で
し
た
。

要
請
し
た
内
容
は
①
大
企
業
に
対
し
て
派

遣
切
り
な
ど
不
当
な
リ
ス
ト
ラ
を
や
め
る
よ

う
に

②
福
祉
、
教
育
、
環
境
保
全
な
ど
の

失
対
事
業
の
拡
大

③
失
業
者
へ
空
い
て
い

る
都
営
住
宅
の
提
供
を

④
老
人
福
祉
対
策
、

老
人
医
療
費
助
成
（
マ
ル
福
）
な
ど
福
祉
予

算
を
元
に
戻
し
て

⑤
75
歳
以
上
の
医
療
費

を
無
料
に

⑥
国
民
健
康
保
険
証
を
対
象
者

す
べ
て
に
交
付
し
、
資
格
証
・
短
期
証
の
発

行
中
止
を
自
治
体
へ
指
導
し
て

⑦
加
入
者

の
保
険
料
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
国
民
健

康
保
険
財
政
へ
の
大
胆
な
財
政
支
援
を

⑧

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
適
切
な
情
報
提
供

で
患
者
の
重
症
化
、
さ
ら
な
る
拡
大
を
防
ぐ

対
応
を
⑨
「
介
護
給
付
費
適
正
化
」
に
よ
る

サ
ー
ビ
ス
の
抑
制
を
や
め
る
よ
う
各
自
治
体

を
指
導
し
て

⑩
第
４
期
介
護
保
険
事
業
の

推
進
の
た
め
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

増
設
ま
ど
全
て
の
対
象
者
が
受
け
ら
れ
る
介

護
保
険
制
度
へ
い
っ
そ
う
の
財
政
支
援
、
自

治
体
へ
の
指
導
を

⑪
民
間
社
会
福
祉
施
設

及
び
介
護
事
業
所
の
、
福
祉
・
介
護
人
材
の

確
保
と
定
着
が
図
ら
れ
る
財
政
支
援
・
小
規

模
多
機
能
施
設
の
運
営
費
補
助
の
増
額
を

⑫
現
行
保
育
制
度
の
維
持
・
拡
充
を
す
す
め
、

認
証
保
育
所
の
職
員
配
置
、
有
資
格
者
割
合
、

面
積
基
準
な
ど
を
引
き
上
げ
て

⑬
保
育
所

の
待
機
児
を
ゼ
ロ
に
す
る
た
め
、
認
可
保
育

園
を
増
や
し
て

⑭
就
学
援
助
や
学
校
給
食

へ
の
補
助
金
な
ど
自
治
体
間
格
差
を
な
く
す

よ
う
東
京
都
が
指
導
し
て

⑮
給
付
型
奨
学

金
制
度
の
創
設
を

⑯
都
立
病
院
は
都
直
営

に
戻
し
、
都
立
小
児
病
院
の
統
廃
合
、
セ
ン

タ
ー
化
は
中
止
し
て

⑰
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
の
用
地
費
特
別
助
成
の
復
活
を

⑱
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
待
機
者
解
消
の
た
め
、

介
護
付
き
都
営
住
宅
の
建
設
な
ど
の
検
討
を

⑲
医
療
と
介
護
の
療
養
病
床
を
確
保
す
る

た
め
の
支
援
策
を
強
め
て

⑳
医
師
・
看
護

師
不
足
を
早
急
に
解
消
す
る
た
め
、
医
療
分

野
で
働
く
ス
タ
ッ
フ
の
待
遇
や
労
働
環
境
を

改
善
し
、
増
員
し
、
奨
学
金
の
対
象
者
拡
の

大
を

21
以
下
の
事
項
を
東
京
都
と
し
て
、
国

へ
意
見
書
の
提
出
を

●
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
を
廃
止

●
70
～

74
歳
ま
で
の
医
療
費
自
己
負
担
を
一
割
に

●
生
活
保
護
の
母
子
加
算
を
復
活

●
最
低

保
障
年
金
を
創
設

●
療
養
病
床
の
削
減
・

廃
止
計
画
を
中
止
す
る

以
上
を
要
請
し
ま
し
た
。
特
に
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
対
策
に
は
力
を
入
れ
要
請
し

ま
し
た
。
７
月
に
都
議
会
議
員
選
挙
が
行
わ

れ
、
自
公
は
過
半
数
割
れ
と
な
り
民
主
党
が

第
１
党
に
躍
進
す
る
と
い
う
大
き
な
変
化
が

あ
り
、
要
請
に
対
し
、
各
党
・
会
派
は
丁
重

な
対
応
で
し
た
。

要
請
後
、
三
小
児
病
院
統
廃
合
に
反
対
す

る
都
庁
前
座
り
込
み
行
動
に
参
加
し
ま
し
た
。

昼
休
み
都
庁
前
集
会

12
時
15
分
か
ら
は
都
庁
第
一
庁
舎
前
で
昼

休
み
集
会
を
行
い
ま
し
た
。

主
催
者
代
表
あ
い
さ
つ
、
伊
藤
議
長

都
議
会
・
国
会
も
新
し
い
状
況
を
迎
え
た
。

く
ら
し
、
福
祉
、
教
育
を
充
実
さ
せ
る
都
民

の
願
い
と
一
致
す
る
公
約
を
実
現
さ
せ
る
運

動
と
世
論
を
起
こ
し
、
新
し
い
都
政
・
日
本

を
作
ろ
う
。

年
金
者
組
合
都
本
部
金
子
委
員
長

私
た
ち
は
３
万
人
対
話
運
動
を
行
い
ま
し

た
。
様
々
な
要
求
が
出
さ
れ
た
。
「
医
者
に

行
け
な
い
」
「
老
々
介
護
の
問
題
」
な
ど
み

ん
な
の
声
が
届
き
ま
し
た
。
都
政
は
都
民
の

声
を
聞
い
て
や
れ
ば
む
ず
か
し
い
こ
と
で
は

な
い
。

清
瀬
小
児
病
院
を
守
る
会
・
畠
山
さ
ん

小
児
病
院
が
不
足
し
て
い
る
中
で
、
な
ぜ

廃
止
な
の
か
。
私
た
ち
は
３
小
児
病
院
を
守

れ
、
都
立
病
院
を
守
れ
の
座
り
込
み
行
動
を

続
行
し
て
い
ま
す
。
み
ん
な
で
守
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

日
本
共
産
党
・
大
山
友
子
都
議
会
議
員

く
ら
し
・
福
祉
・
教
育
を
守
り
、
中
小
業

者
を
大
い
に
応
援
し
て
い
き
ま
す
。
新
銀
行
・

東
京
市
場
の
豊
洲
移
転
に
反
対
す
る
党
が
過

半
数
を
超
え
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
の
要
求
を

実
現
す
る
た
め
、
全
力
を
上
げ
、
み
な
さ
ん

と
共
に
頑
張
り
ま
す
。
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都
庁
前
集
会
の
参
加
者

都
議
会

開
会
日
行
動

豊
田
副
参
事
に
要
請
す
る
東
京
社
保
協
代
表



高
齢
者
の
医
療
費
は
無
料
に

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
廃
止
・
消
費
税
増
税

反
対
の
の
ぼ
り
が
天
高
い
秋
の
空
に
ゆ
う
ゆ
う

と
は
た
め
い
て
い
ま
す
。
9
月
18
日
、
渋
谷
区

の
敬
老
大
会
が
Ｃ
Ｃ
レ
モ
ン
ホ
ー
ル
（
旧
渋
谷

公
会
堂
）
で
闘
か
れ
、
渋
谷
社
会
保
障
推
進
協

議
会
に
加
盟
す
る
東
京
土
建
渋
谷
支
部
・
民
主

商
工
会
・
代
々
木
病
院
・
代
々
木
健
康
友
の
会

等
26
名
で
、
敬
老
大
会
に
参
加
す
る
人
た
ち
や

通
行
人
に
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
廃
止
を
訴
え

ま
し
た
。

Ｃ
Ｃ
レ
モ
ン
ホ
ー
ル
の
会
場
前
は
チ
ラ
シ
と

テ
ッ
シ
ュ
を
配
る
人
、
署
名
を
取
る
人
た
ち
の

「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
を
廃
止
し
ま
し
ょ
う
」

の
声
が
響
き
ま
す
。

対
話
の
中
で
は
、
「
政
権
が
交
代
し
た
の
だ

か
ら
廃
止
に
な
り
ま
す
よ
ね
」
「
民
主
党
は
や

め
る
と
言
っ
て
る
。
署
名
は
い
ら
な
い
の
で
は
？
」

と
新
政
権
に
期
待
を
す
る
声
も
寄
せ
ら
れ
、

「
黙
っ
て
い
て
政
治
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
皆
さ

ん
の
声
を
届
け
る
こ
と
で
廃
止
が
実
現
で
き
ま

す
」
「
そ
う
で
す
ね
、
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
励
ま
さ
れ
ま
す
。

こ
の
日
は
短
時
間
で
署
名
一
六
七
筆
、
テ
ッ

シ
ュ
六
〇
〇
枚
、
チ
ラ
シ
五
〇
〇
枚
が
配
布
で

き
ま
し
た
。
「
東
京
社
保
協
の
巣
鴨
地
蔵
通
り

署
名
活
動
に
匹
敵
す
る
反
応
の
良
さ
を
実
感
。

期
待
に
身
が
引
き
締
ま
る
わ
」
と
福
井
典
子
会

長
は
語
っ
て
い
ま
す
。

渋
谷
社
保
協
・
事
務
局
長

新
井

潔

八
王
子
社
保
協
総
会
開
催

八
王
子
社
会
保
障
推
進
協
議
会
は
、
９
月
18

日
に
２
０
０
９
年
度
総
会
を
八
王
子
労
政
会
館

に
て
開
催
し
、
活
動
の
総
括
と
方
針
確
認
を
行

い
ま
し
た
。

八
王
子
で
は
、
昨
年
総
会
以
降
、
「
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
」
廃
止
を
求
め
る
運
動
を
中
心

に
取
り
組
み
、
署
名
活
動
、
年
金
支
給
日
の
駅

頭
宣
伝
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
第
４
期

介
護
保
険
事
業
に
先
立
っ
た
、
八
王
子
市
に
よ

る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
募
集
の
際
に
は
、
意

見
を
集
中
す
る
よ
う
各
団
体
に
呼
び
掛
け
る
な

ど
し
ま
し
た
。
都
政
で
も
大
き
な
動
き
と
な
っ

た
都
立
小
児
病
院
廃
止
問
題
で
は
、
「
八
王
子

小
児
病
院
を
守
る
会
」
と
も
連
携
し
、
学
習
会

を
行
っ
て
、
６
月
に
は
約
２
０
０
人
の
参
加
に

よ
る
市
民
集
会
と
デ
モ
行
進
を
成
功
さ
せ
ま
し

た
。今

回
の
総
会
で
は
、
東
京
社
会
保
障
推
進
協

議
会
の
成
平
事
務
局
次
長
を
講
師
に
「
総
選
挙

後
の
情
勢
と
社
保
協
の
果
た
す
役
割
」
に
つ
い

て
学
習
し
、
民
主
党
政
権
誕
生
に
よ
る
変
化
の

特
質
と
、
私
た
ち
の
た
た
か
い
が
今
後
ま
す
ま

す
必
要
に
な
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

学
習
会
後
に
は
参
加
者
か
ら
様
々
な
意
見
や

質
問
な
ど
が
出
さ
れ
、
活
発
な
や
り
と
り
が
交

わ
さ
れ
ま
し
た
。
中
で
も
、
民
主
党
の
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
に
あ
る
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
廃
止
」

に
伴
っ
た
「
健
康
保
険
一
元
化
」
に
つ
い
て
議

論
が
集
中
し
、
各
市
町
村
や
国
保
組
合
な
ど
が

戦
い
勝
ち
取
っ
た
先
進
的
な
制
度
が
、
低
い
ほ

う
に
均
さ
れ
て
し
ま
う
危
険
性
が
あ
る
こ
と
や
、

「
一
元
化
」
と
い
う
安
易
な
議
論
に
世
論
が
流

さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
な
ど
、
各
団
体
か

ら
訴
え
が
あ
り
ま
し
た
。
私
た
ち
の
し
っ
か
り

し
た
運
動
が
広
が
れ
ば
、
大
き
く
変
え
て
い
け

る
展
望
が
あ
る
こ
と
も
学
び
ま
し
た
。

八
王
子
社
保
協
は
、
市
へ
の
要
請
行
動
や
運

動
課
題
へ
の
定
期
的
取
り
組
み
、
団
体
間
の
情

報
共
有
不
足
な
ど
様
々
な
課
題
が
あ
り
ま
す
。

今
年
度
は
そ
の
課
題
を
会
議
の
定
例
化
の
確

立
を
通
じ
て
克
服
し
、
よ
り
活
発
な
社
保
協
と

し
て
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

八
王
子
社
会
保
協
・
事
務
局

伊
藤

仁

◎
地
域
の
多
く
の
住
民
の
方
に
も
呼
び

か
け
、
大
い
に
学
習
し
、
運
動
を
広
げ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

◎
「
75
歳
以
上
医
療
費
無
料
を
」
の
署

名
の
取
り
組
み
を
強
め
よ
う
。

９
月
議
会
に
自
治
市
民
93
、
日
本
共
産
党
の

賛
同
で
「
75
歳
以
上
の
医
療
費
の
無
料
」
の
請

願
と
三
、
三
五
二
筆
の
署
名
を
提
出
。
12
月
議

会
で
採
択
が
さ
れ
ま
す
。
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多
く
の
質
問
も
出
さ
れ
た
学
習
会

Ｃ
Ｃ
レ
モ
ン
ホ
ー
ル
前
宣
伝
行
動

渋
谷
社
保
協

八
王
子
社
保
協



苦
し
め
て
き
た
自
公
政
権
の
退

場
こ
の
間
の
都
議
選
、
総
選
挙
で
、
情
勢
が

大
き
く
動
き
ま
し
た
。
私
た
ち
を
苦
し
め
て

き
た
自
民
・
公
明
の
政
権
が
、
国
民
の
厳
し

い
批
判
を
受
け
、
退
場
す
る
こ
と
に
な
っ
た

の
は
、
私
た
ち
の
こ
れ
ま
で
の
運
動
の
力
も

働
い
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
日

本
の
政
治
に
と
っ
て
大
き
な
前
向
き
の
一
歩

だ
と
思
い
ま
す
。
新
し
く
誕
生
し
た
民
主
党

政
権
に
対
し
て
、
期
待
も
あ
り
、
不
安
も
有

り
と
い
っ
た
状
態
で
す
。

障
害
者
自
立
支
援
法
は
廃

止
で
き
る

障
害
者
自
立
支
援
法
は
、
10
月
中
旬

頃
か
ら
開
か
れ
る
臨
時
国
会
で
、
審
議

さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。
民
主
党
の
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
に
は
「
障
害
者
自
立
支
援
法
は
廃

止
し
、
制
度
の
谷
間
が
な
く
、
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
者
負
担
を
応
能
負
担
と
す
る
障
が
い
者

総
合
福
祉
法
（
仮
称
を
制
定
す
る
」
と
書
い

て
あ
り
ま
す
。
障
害
者
を
苦
し
め
て
き
た
応

益
負
担
は
、
廃
止
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。
問
題

は
、
そ
の
後
で
す
。
ど
の
様
な
障
害
者
福
祉

制
度
に
す
る
か
が
課
題
で
す
。

作
業
所
で
は

「
僕
が
働
く
工
賃
よ
り
高
い
利
用
料
が
取

ら
れ
て
い
た
応
益
負
担
が
廃
止
さ
れ
る
の
は

嬉
し
い
。
で
も
、
給
食
費
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
の
利
用
料
、
光
熱
費
が
ど
う
な
る
か
心
配

だ
」
と
作
業
所
と
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
利
用

し
て
い
る
障
害
者
が
語
り
ま
し
た
。
彼
は
現

在
、
年
金
の
ほ
と
ん
ど
が
作
業
所
と
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
の
利
用
料
で
消
え
て
い
ま
す
。
私

た
ち
は
、
「
障
害
者
が
福
祉
制
度
を
利
用
す

る
場
合
、
費
用
負
担
が
あ
る
べ
き
で
な
い
」

と
主
張
し
、
署
名
を
行
っ
て
い
ま
す
。

裁
判
を
起
こ
し
闘
っ
て
い
ま
す

「
応
益
負
担
は
憲
法
違
反
だ
」
と
訴
え
て

裁
判
も
起
こ
し
、
東
京
で
も
公
判
が
始
ま
り

ま
し
た
。
「
息
子
は
地
方
の
入
所
施
設
に
居

た
が
、
家
の
近
所
に
生
活
寮
が
作
ら
れ
、
東

京
に
呼
び
戻
す
こ
と
が
出
来
、
希
望
も
持
て

た
。
し
か
し
、
応
益
負
担
で
将
来
の
見
通
し

が
一
気
に
崩
さ
れ
た
」
と
原
告
の
母
が
訴
え

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
国
は
、
明
確
な
反
論
が

出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
国
連
で
決
め
た
障
害

者
権
利
条
約
の
批
准
も
課
題
で
す
。
私
た
ち

が
願
っ
て
き
た
福
祉
制
度
を
具
体
的
に
提
言

し
て
、
大
い
に
議
論
す
る
時
で
も
あ
る
と
思

い
ま
す
。

10
・
30
全
国
大
フ
ォ
ー
ラ
ム
に

ご
参
加
を

私
た
ち
障
害
者
団
体
は
幅
広
く
結
集
し
て

「
さ
よ
な
ら
“
障
害
者
自
立
支
援
”
つ
く
ろ

う
私
た
ち
の
新
法
を
！
10
・
30
全
国
大
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
を
例
年
の
よ
う
に
日
比
谷
野
外
音
楽

堂
で
10
月
30
日
に
開
き
ま
す
。
ぜ
ひ
み
な
さ

ん
も
ご
参
加
下
さ
い
。

都
立
３
小
児
病
院
廃
止
条
例
の

撤
回
を

東
京
都
の
情
況
も
、
こ
の
間
の
私
た
ち
の

運
動
が
反
映
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
都
立
３
小
児
病
院
廃
止
問
題
で
障
都

連
も
一
緒
に
座
り
込
み
ま
し
た
。
「
夜
何
度

小
児
病
院
に
飛
び
込
ん
だ
こ
と
で
し
ょ
う
。

病
院
が
遠
く
に
な
っ
た
ら
、
障
害
児
の
わ
が

子
の
命
と
健
康
が
と
て
も
不
安
だ
」
と
い
う

切
実
な
お
母
さ
ん
の
訴
え
が
あ
り
ま
し
た
。

ど
う
し
て
も
「
都
立
３
小
児
病
院
廃
止
条
例

を
撤
回
」
さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。
憲
法
２

５
条
に
基
づ
い
た
社
会
保
障
確
立
を
視
野
に

入
れ
て
運
動
を
進
め
る
決
意
を
新
た
に
し
た

座
り
込
み
で
し
た
。

障
害
者
と
家
族
の
生
活
と
権
利
を
守
る
都

民
連
絡
会
・
事
務
局
長

市
橋

博
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東
京
シ
リ
ー
ズ

第
５
弾

東
京
の
障
害
者
問
題

昨
年
の
10
・
31
全
国
大
フ
ォ
ー
ラ
ム

作
業
所
で
の
風
景


